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この ｢ネットワーク型産業組織｣ とは,今臥 支配的となりつつある小規模 ･
分散型の技術革新を基礎に,細分化と徹底 した専門化を基調として立体的に増
殖 した分業が情報インフラを媒介として各々が自律性を保ちつつ相互補完的に
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表 1 主な買収企業と売却事業 (単位:100万ドル)
買 収 会 社 名 金額 主 要 事 業
インターシル (1981) 235 半導体
カルマ (1981) 175 コンビ3.タ･グラフィック
エソプロイヤー･イソシュランス (1984)1,100 金融サ-ビス
RCA (1986)6,300 放送,エレクトロニクス
キダー･ピボディ- (1986) 600 投資銀行
合 計 8,410
売却事業,会社名 金額 主 要 事 業
ユタ･インターナシ壬ナル (1984)2,400 資 源
ファミリー ･ファイナンシャル･サービス (1984) 600 消費者金融
-ウスウェアー･オベレーシ三ソズ (1984) 300 小型家電製品
オウストラ1)アン･コール･ホールディング (1985) 213 石 炭






ス,情報 ･サービス事業の強化再編が戦略目標 となったことを表 している26'｡













































































































































202 (466) 第144巻 第3･4号
術や人的資源の機動的かつ伸縮的な動員と表裏を成すものであり,それは強力
な金融力を背景とするM&Aといった手段によって行われていた｡このこと
は,GEが M&Aを手段として新規事業への参入を行っていることに典型的
に示されている｡そして,このような資源動員を基礎にした事業活動の展開は,
さらに,国家資金の動員によって支えられなければならないような恒常的な研
究開発投資とそれによって維持される技術評価能力を前提としている0
情報化時代に対応したGEの企業行動に関する以上のような検討結果から,
我々は,現代企業行動にともなうコストの性格について次のような指摘をする
ことができるであろう｡
現代企業は,技術革新などによって激しく変化する市場環境に対応して,読
争上の優位を保つため,多様な事業分野を情報ネットワークを媒介としてイン
テグレートし有機的なシステムとして機能させる必要に迫られている｡さらに,
引き続きおこる環境変化に対応して,′そのシステムを改良,変化させるため技
術や人的能力といった経営資源の棟動的な動員能力が求められているのである｡
そして,その前提として,GEの事例が示すように,巨大な規模の M &A
投資や研究開発投資が必要とされているQすなわち,情報化社会にあって企業
が競争上の優位を保とうとすれば,常に巨大な金融コストや研究開発コストの
負担に耐えて行かなければならないと言うことを示している｡
企業活動の基礎を成す情報や技術といったストックは,それ自体としては初
期投資の規模を縮小するかもしれないが,他方で,それらを基礎におこなわれ
る企業活動は,技術革新がもたらす恒常的な競争圧力によってもたらされるよ
うな不確実性にさらされているのであり,それらのリスクを分散したり回避し
たりするために巨大な費用を必要とするのである｡
したがって,現代企業行動が示すこういった側面は,情報や技術といったス
トックがサンクコストを縮小するからといって,市場-の参入が自由度を増し
現代産業組織において競争的性格が強まって行くと一概に結論することはでき
ないといえよう｡システム･インテグレート化と言ったことを前提に,あえて
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参入自由度が拡大し,競争的側面が強まっていることを説明しようとすれば,
参入自由度は,GEのように金融コストや研究開発コストを負担し得る企業に
とってより低くなっており,特殊品市場のような狭間に位置するいわゆるニッ
チ企業にとっては狭まっているということもできるのである｡
